
N eye 03015

本
誌
創
刊
よ
り
四
年
余
り
―
―
。
見
え

ざ
る
本
質
「
ネ
イ
チ
ャ
ー
」
の
世
界
を
明

ら
か
に
し
、
人
と
自
然
と
人
工
物
の
や
わ

ら
か
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
「
ネ
イ
チ

ャ
ー
イ
ン
タ
フ
ェ
イ
ス
」
を
実
現
す
る
ツ

ー
ル
と
し
て
、
I
T
や
ウ
ェ
ア
ラ
ブ
ル
に

焦
点
を
当
て
、
環
境
、
健
康
、
フ
ァ
ッ
シ

ョ
ン
、
食
、
安
心
・
安
全
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
、

車
、
住
ま
い
な
ど
、
じ
つ
に
さ
ま
ざ
ま
な

テ
ー
マ
で
特
集
を
組
ん
で
き
た
。
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
の
性
能
が
ま
す
ま
す
高
性
能
に
な

り
、
小
型
に
軽
量
に
な
れ
ば
、
や
が
て
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
は
持
っ
て
運
べ
る
モ
バ
イ
ル

か
ら
、
着
装
す
る
時
代
に
入
る
。
ま
さ
に

ウ
ェ
ア
ラ
ブ
ル
に
な
る
。
ウ
ェ
ア
ラ
ブ
ル
の

時
代
に
突
入
す
る
と
、
私
た
ち
の
生
活
は

ど
う
変
わ
る
の
か
、
そ
の
未
来
の
社
会
を

描
く
の
が
本
誌
の
役
割
と
信
じ
て
い
る
。

そ
し
て
『
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
「
着
る
」

時
代
』
は
、「
ネ
イ
チ
ャ
ー
イ
ン
タ
フ
ェ

イ
ス
」
と
い
う
概
念
を
打
ち
出
し
、
本
誌

の
総
監
修
を
務
め
る
板
生
清
氏
に
よ
る
、

「
ネ
イ
チ
ャ
ー
イ
ン
タ
フ
ェ
イ
ス
」
誌
の

総
ま
と
め
と
も
い
え
る
も
の
だ
。
そ
の
考

え
方
の
根
底
に
あ
る
の
は
、
I
T
の
活
用

で
、
人
と
人
の
言
葉
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
を
超
え
て
、
自
然
や
人
工
物
と

も
結
ば
れ
る
と
い
う
こ
と
。

各
種
セ
ン
サ
な
ど
に
よ
り
リ
ア
ル
タ
イ

ム
に
情
報
を
や
り
と
り
す
れ
ば
、
人
と
自

然
、
人
と
人
工
物
と
の
緻
密
な
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
始
ま
る
。
従
来
の
よ
う
に

人
と
自
然
の
二
項
対
立
か
ら
環
境
を
見
る

の
で
は
な
く
、
そ
こ
に
人
工
物
を
加
え
、

人
間
・
自
然
・
人
工
物
の
三
角
関
係
を
正

確
に
知
る
こ
と
で
、
真
の
環
境
と
人
間
の

所
業
が
見
え
て
く
る
の
で
あ
る
。

そ
れ
ら
人
工
物
と
人
間
、
自
然
を
す
べ

て
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
で
き
る
セ
ン
サ
無
線
通

信
シ
ス
テ
ム
が
実
現
さ
れ
る
と
、
さ
ま
ざ

ま
な
事
故
や
災
害
、
環
境
汚
染
な
ど
を
未

然
に
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
は
ず
だ
―
―
。
こ

れ
は
夢
物
語
で
は
な
い
。
す
で
に
始
ま
っ

て
い
る
現
実
の
未
来
の
話
な
の
で
あ
る
。

★

電
気
火
花
で
燃
料
に
着
火
し
、
内
燃
機

関
で
車
輪
を
回
す
と
い
う
原
理
の
近
代
自

動
車
が
生
ま
れ
て
か
ら
一
○
○
年
余
り
。

自
動
車
の
形
は
そ
の
頃
か
ら
さ
ほ
ど
変
わ

っ
て
い
な
い
よ
う
に
思
え
る
が
、
じ
つ
は
、

一
九
七
六
年
に
大
き
な
変
化
が
あ
っ
た
の

だ
と
い
う
。
こ
の
年
、
は
じ
め
て
自
動
車

に
マ
イ
ク
ロ
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
が
搭
載
さ

れ
、
ク
ル
マ
が
知
能
を
も
っ
た
の
で
あ
る
。

『
進
化
す
る
自
動
車
』
の
筆
者
の
原
邦

彦
氏
（
Ｗ
Ｉ
Ｎ
理
事
）
は
、
日
本
電
装
株
式
会

社
（
現
株
式
会
社
デ
ン
ソ
ー
）
に
入
社
以
来
、
自

動
車
専
用
半
導
体
デ
バ
イ
ス
の
草
分
け
と

し
て
、
長
く
こ
の
分
野
の
研
究
開
発
に
携

わ
っ
て
こ
ら
れ
た
。
そ
の
間
に
、
エ
ン
ジ

ン
や
ト
ラ
ン
ス
ミ
ッ
シ
ョ
ン
、
ス
テ
ア
リ

ン
グ
、
ブ
レ
ー
キ
な
ど
、
車
両
の
運
動
を

制
御
す
る
機
能
に
加
え
て
、
エ
ア
バ
ッ
グ

が
搭
載
さ
れ
、
カ
ー
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
シ

ス
テ
ム
が
普
及
し
、
E
T
C
が
導
入
さ
れ

た
。
そ
れ
を
可
能
に
し
た
の
は
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
で
あ
り
、
マ
イ
ク
ロ
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

（
頭
脳
）
と
各
種
セ
ン
サ
（
五
感
）
と
ア
ク
チ

ュ
エ
ー
タ
（
手
足
）
と
通
信
手
段
を
、
車
載

L
A
N
（
神
経
系
統
）
で
統
合
的
に
結
び
つ
け
、

ク
ル
マ
が
一
つ
の
大
規
模
統
合
シ
ス
テ
ム

と
し
て
機
能
を
始
め
た
結
果
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
自
動
車
は
進
化
を
続
け
る
。

ク
ル
マ
と
ク
ル
マ
、
人
と
ク
ル
マ
、
ク
ル

マ
と
道
路
が
通
信
技
術
で
結
ば
れ
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
真
に
使
い
や
す
く
、
便
利
で

安
全
で
、
環
境
に
や
さ
し
い
乗
り
物
へ
と

変
わ
り
つ
つ
あ
る
。
A
H
S
（
走
行
支
援
道
路

シ
ス
テ
ム
）
や
A
S
V
（
先
進
安
全
自
動
車
）
を
協

調
さ
せ
た
新
交
通
体
系
と
し
て
の
I
T
S

（
高
度
道
路
交
通
）
社
会
は
、
す
で
に
始
ま
っ

て
い
る
。
本
書
は
、
ま
さ
に
そ
の
進
化
の
方

向
性
を
示
す
道
標
と
い
え
る
だ
ろ
う
。（
Ｍ
）
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